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多くなり中学校 2 年の 6 月から不登校になっていた。
　本事例の支援実施時期は B特別支援学校高等部入
学から 2 年生の 3 月までで、A子は年齢16歳～ 18歳
である。父・母、兄 2 人・本人の 5 人家族である。
　教育歴については、地域の学校の通常学級在籍
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団との話し合いを週 1 回から月 1 回設定し、A子や
保護者の様子を報告し支援内容や方法の確認を行う。





































 （ 4 - 1 ）医療機関

















































































　A子は現在 N校高等部 3 年生で、高校卒業の資格
をとりたいと出席数や単位取得に必要なテスト成績を
目指し頑張っている。A子を理解し必要な支援を行え
ば、目標に向かって前向きに生きようとすることが分
かった。
　本事例は、膠原病と不登校という症状があり、夢と
希望を持てる生活にするにはそれらとどう向き合うか
という課題があった。その際、個性の範囲内の性格と
みるか、発達障害の特性とみるかにより、支援内容や
方法が異なってくる。従って、発達障害が疑われる場
合は専門機関に繋ぎ連携するのが特別支援教育コー
ディネーターの役割である。診断を受け支援を行った
ことで希望を持って生活できるようになった。
　今後は、福祉や医療機関等と本人・保護者の繋がり
をサポートし自立と社会参加まで視野に入れた支援に
移行できるように進路指導や関係機関との連携を図っ
ていきたい。
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図 2：ワークシート案②
